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はじめに

2004年 度春 学期Lの 口頭表現6Bク ラスは、学習者10名 に対 して、実習生2(大 学院

生)`名 が授業を担当す ることにな った。 口頭表現6Bク ラスを進 め るた めの基本方針

は、r『場面』『意図』『文話』 の関係3が理解できた上 で、『表現形式』4に も留意 しつつ

的確な表現 をさせ、そ して、できるだ け学習者 にとって 自然 ・必要な談話 に近づけた

練習にす る」 とされている。 このよ うなr待 遇 コ ミュニケー シ ョン」の観点 を取 り入

れて 日本語を教えることは、実習生全員に とって初めての ことで あった。そ のため、

授業の後 に行われ る反省会では、r教 え方をどのよ うに改善 した らいいか』、r改善のた

めに新 しく試みたことは実際 にどの ような効果が あったのか」な どについて話 し合い、

授業形態や教授法に関する試行 と修正 を授業毎の進度 と共に行 わざるをえなかった。

本稿では、口頭表現 クラスにおけ るr待 遇 コ ミュニケーシ ョン」 の試みをま とめ、発

展の途上段階であろ うr待 遇コ ミュニケー シ ョン教育」に役 立てることを 目的 とす る。

1授 業の概要

1.1実 践クラスの概要

1授 業 の 実 施 期 間 は2004年4月 か ら7月 ま で の3ヶ 月 問 あ ま りで あ る。

2基 本 練 習 と応 用 ・発 展 練 習 の指 導 は 主 に 実 習 生 が 行 っ た 。

3r待 遇 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン」 の 基 本 的 な 規 定 と して は 、 あ るr意 図 」 を持 っ たrコ ミ ュ

ニ ケー シ ョン主 体 」 が 、 あ るr場 面 」(r人 間 関 係 」 とr場 」 の総 称 〉 にお い て 、r文 話 」(文

章 ・談 話 の総 称)単 位 で 行 う、r表 現 」r理 解 」 のr行 為 」、 と い う こ とに な る(蒲 谷2003:

1、 詳 し くは 蒲 谷2003参 照)。

4主 体 が 表 現 す る こ とを 意 味 す るr表 現 行 為 」 とは 区別 し 、表 現 され た もの を意 味 す るr表

現 形 式 」 とい う用 語 で 示 す(蒲 谷2003=7)。

一5一



学習者=口 頭表現能力が中上級 レベルの学習者10名5

実習生;早 稲 田大学大学院 日本語教育研 究科大学院生4名

授業時間1一 コマ90分

授業 コマ数1初 回のレベルチ ェックを含 めて、全部で14コ マ

学習項 目:今 学期は以下の項 目を選び、各項 目を授業一 コマで指導 を行 った、

① 自己紹介、②r自 分」r相 手」r話 題の人物」 「場」 レベル とイ ンタ ビュー ・面接 、

③依頼表現、④依頼 ・断 り表現、⑤誘い表現、⑥誘 い ・断 り表現、

⑦許可求め ・許可与 え ・禁止表現⑧ 申 し出 ・断 り表現、⑨ ア ドバイス表現 、

⑩ ご挨拶 ・ス ピーチ。

・ 教材:『 日本語問題集2004一 口頭表現(6)一 』(以 下、問題集 とす る)。 ただ し、適

宜 自作のハン ドア ウ トを使用。

問題集は、r待 遇 コ ミュニケー シ ョン」中のr相 手」 レベル(+1・0・ 一1)とr場 」

レベル(+1・0・ 一1)の 要素を中心に各学習項 目の話題 を取 り入れ たモデル文を作成 し、

重要な表現や敬語 を穴埋め形式 に した ものである。

1,2授 業の進 め方

・リーダー とサポー ター

口頭表現6Bク ラスでは、基本的 に1回 の授業につき一つの学習項 目を教 えることに

なっている、そ して、毎回の授業にお いて、学習者を二つ のグルーブに分け、実習生

も二つのグルー プに分かれて指導 を行 った。 実習生は二人 一組であ るが、二人の うち

一人が リーダー を担当 し
、中心 となって授業 を進 め、 も う一人 がサポーター とな り、

授 業の進行 を補助することに した。

・教案 の作成

各学習項 目を授業一 コマで指導するため、90分 の授業時間内に 「導入→基本練習→

応 用 ・発展練習→ まとめ」 を行 わなければな らない。 したがって、常に時間配分を意

識 し、教案 を決 める必要が ある。今学期は、2週 間前 に各 グループの リーダー二人が

各 自教案を作成 し、それを全員で十分検討 してか ら授業 に挑む ことに した・授業内容

や進 め方は各 リーダー により多少違い もあるが、検討 会はよ り効果的な指導法 を探る

のに有用である。

・基本方針

r待遇 コミュニケーシ ョン教育」を行 うためには、r待 遇 コミュニケー ション」の ど

の要素を授業に取 り入れた らよいか考 えるべきことが多いが、今 回の実践 クラスでは

r人間関係」 とr場 」の概念 に絞 り、r人 間 関係」の中で も、主にr相 手」 レベル を中

5出 席 した 学 生 は 、 中 国4名 、 韓 国2名 、 ウズ ベ キ ス タ ン ・ ドイ ツ ・香 港 ・ロシ ア 各1名

の10名 で あ る 。
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心に指導 した。また、コミュニケー シ ョンは、 同一主体に よってr表 現行為」 とr理

解行為」が繰 り返 して行われ ることを認識 させ、 さらに 自分 の意図 を的確に表現す る

だけで はな く、相手 の行為か ら相手 の意図を適切 に察知 ・理解 できるよ うに指導す る

ことにも重点 をおいた。そして、各学習 項 目において、r意 図」「場面」「文話」の関係

が理解できた うえで、r表 現形式」にも留意 しつつ的確 な表現 がで きるよう、でき るだ

け学習者にとって、自然 ・必要な談話に近づ けた練習を させ るこ とを基本方針 と した。

2授 業の流れ

本節では、実習生 が中心に指導 を行 った基本練習 と応用 ・発展練習 について詳述す

る。

2.1基 本練習

以下では、基本練習の進め方お よび典型的な表現の提示方法を述ぺ る。

2.1.1基 本練習の進め方について

基本練習は、各学習項 目にr人 間関係」 とr場 」 の概念 を組み合わせて考え、適切

に表現 を展開 させ るのに重要な学 習ポイ ン トを学習者 に意識 させる重要な段階である。

そのた め、各学習項 目にあた る経験 について訊 くこ とか ら始 めることが多い。

基本練習は初め、次の ような手順 で行われていた:

r経験 を語 る→(教 師6が)学 習ポイ ン トを提示す る→練習問題 を解 く」

しか し、 この手順では、学習者が語った経験の内容 を うま く活用 しなが ら学習ポイ

ン トをまとめることができず、結局教師が学 習ポイン トを一つずつ説 明す る形 にな り、

基本練 習に長 く時間 を費やすこ とが多かった。おそ らく学習者 に とっては、急な指示

であったため、うまく経験を思い出せ ない ことが要因の一 つであると思われ る。また、

学習者が各学習項 目をどのよ うに認識 し、そこにどの よ うな間題点 があるかを把握す

る ことができなかった。上記の間題点 を踏まえて、以下の ように指導手順を調整 して

みた:

「、験を語 る→ ・ 田題を角 く→読む練.を す る→ 館 が)愚 日ポイ ン トをま と

蟄

まず、経験を語る段階では、学習者が経験を十分に語 りやすいように教師が誘導す

ることが重要である。学習者に経験を語るようにと急に指示す るのではなく、学習者

が遭遇するであろう身近な例を教師が先に提示してか ら学習者の経験を語ってもらう

5こ こ で の 「教 師 」 とは 実 習 生 の こ と を指 す 。
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ほ うが、効 率よ く授 業を進 めることができる。

次に練習聞題 を解 く段階 では、学習者が どの ぐらいの 「言材』7を持 っていて、使用

上 どのよ うな問題点があるかを確認 し、それ に合わせ た指導 をす る二とが重要である。

また、学習者は 自分の経験 を述べ ることによって 自分 が持つ 「言材」知識 を再確認す

ることもで きるだろ うと思われ る、 この ように、学習者の 日本語学習背景やr言 材」

の習得状況 は様々であ るた め、その多様性 に応 じた指 導が必要である。

読む練習 の段階で は、非言語行 動を含め、 「丁寧 さ」8を 適切に表す よ うに指導する

ことが重要であ る。言葉遣 いは丁寧 であっても、それを声に出 して表現す るときに、

rT寧 さ」 を相手に感 じさせ るこ とができなけれ ば、円滑な コミュニケー ションが望

めるとは言 えない。

そ して、学習ポイ ン トをま とめる段階では、教師が学習者 か ら学習ポイ ン トを引き

出す よ うに したほ うが、学習者の理解を深めるこ とができ る。ただ し、ここでは、学

習ポイ ン トとい う型に学習者を嵌 めよ うとす るの ではな く、学習ポイン トを踏 まえた

上で各学習者 の意図を尊重 し、表現 にオ リジナ リテ ィを持たせ ることも必要で ある。

2.1.2典 型的な表現9を提 示す る方法 について

各学習項 目にお ける典型的な表現を提示する際は、問題集の会話を1例 とす ること

が多い が、 これ には長所と短所 がある。長所は、 ある場面での基本的な表現の方略 を

教 えることができ、それを応用すれ ば様々な場面に対処で きるよう指導できる点であ

る。一方、短所は、典型的 な場面や表現のイメー ジを固定 させて しまい、学習者が本

当に学 びたい表現、例 えばr何 とな くわかる気が して も実際 にどのよ うに言った らい

いかがわか らない。 それが、知 りたい!」 と実感す る表現 を学習意欲へ結びつけるこ

とがで きな くなって しま う点で ある、 この ことは、次の試みによってわかったこ とで

あ る。

例 えば、典型的な表現(こ こではr申 し出」表現 を例に挙げる。典型的な表現はr～

ま しょうか」)を 導入する前に、場面 を提示 し、学習者 自身に 「申 し出」表現 を考 えて

もらうとい う試み を行った。 このねらいは、学習項 目に対す る間題意識 を高める こと

であ り、学習者か ら典型的な表 現を引 き出 しやす いだ ろ うと予測 していた。 しか し・

予想に反 して、 「～ま しょ うか」 の表現は一つ も出ず、誤用 も含 めて様 々なr申 し出」

7「 言 材 」 は 、 「個 々 の 主 体 に お け る 、 音 概 念 ・文 字 概 念 と表 象 ・概 念 との 回 路 」 と規 定 す

る もの で あ る が 、簡 潔 に言 え ば 、r抽 象 的 な レベ ル で の 『言 葉 』」(コ トバ)の こ と で あ る(蒲

谷2003:8〉 。

8r『 相 手 』 を 尊 重 す る こ と、『相 手 』 に 対 して 丁 寧 で あ る こ と、 ま た 丁 重 で あ る こ と」 を

ま とめ て 、rT寧 さ」 と呼ぶ こ とにす る(蒲 谷 他1998:124)。

gr典 型 的 な表 現 」 は 、 そ れ ぞ れ のr表 現 意 図 」 を 直接 的 に表 す 表 現 の代 表 形 を示 し た も

の で あ る(蒲 谷 他1998=121〉 。
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のパター ンが現われ るとい う結果 となった(表1参 照)。 また、その後、典型的 な表現

を導入す ると・r～ ま しょうか」以外の表現は出な くな り、誤用はな くなった ものの、

ある意味で簡 単す ぎてつま らない会話練習へ と一変 して しま った。この新 しい試み は、

教える立場 として は、学習者 か らの様 々な回答 をま とめて適切な表現へ導くのが難 し

く、時間 も多 く費や して しま うとい う難点はあ るが、学習者 にとってはrど の ように

表現 したらいいのか」 とい う学習動機 を実感す るいい機会 となった と思 う。

表1r申 し出」の典型的な表現を導入する前の学習者の回答

どこで エ レベ ー タ ー で

誰が 先 生 が(「 相 手 」 レベ ル ・+1)

状況 荷物 をた くさん抱えている

ど うす る? 「申 し出」の典型的な表現=「 お持 ち し遮 。』

ただ し、この状況にお ける適切 と思 われ る表現は→ 「お持ち します。」一

【学習者の回答 】

学習者A=「 重いですか?持 たせて くだ さい。」

学習者B:「 重そ うですね。 手伝 って さしあげま しょ うか。」

学習者C:「 手伝 ってあげて もよろ しいで しょうか。」

学習者D;r荷 物が重いです ね。手伝ってあげます。」

2.2応 用 ・発展練習

応用 ・発展練習で は、主に日常生活で遭遇す る可能性が高い場面を設定して ロール プ

レイ練習 を行ったた め、ここでは、ロールカー ドの作成 、ロールプ レイ練習の進 め方 、

訂正の仕方について述 べる。

2.2.1ロ ールカー ドの作成について

ロール プ レイの場面はあくまで も作 られた もので あ り、学 習者 によっては教師が設

定 した ロールプ レイ の場面は想像 しにくいもの だった り、現実的で はないものだった

りす る可能性があるため、ロールカー ドの作成 には場面設定に工夫が必要で ある。

各学習者 にとって、会話す る場面や状況をよ り現実的に、具体的 に、主体的 に感 じ

た り、考 えた りして も らうための工夫 として、 ロールプ レイ練習の設定 を学習者各 自

が考え、カー ドに記入す るとい う試みを行 った(表2参 照)。 そ の結果、例えばr誘 い∫

表現にお いては、学習者は各 自の詳 しい ことや興味のあ ることを話題 に して、積極 的

に相手を誘お うとす る姿勢が見 られ、学習に効果的であ るよ うに感 じた。3分 間で ロ

ールプ レイの状況 を設定するよ うに指示 したが、状況や 会話 の流れ を頭 に思い浮かべ

るのは3分 で足 りて も、それ を紙に書 くところまで終え るには十分ではなかった。

一9一



表2.ロ ー ル カ ー ドの1例(「 誘 い 」 表 現 練 習 用)

【ロー ル カ ー ド】

● (い つ)(だ れ)(な に) 、 を に 誘 う。

● (なぜ) た め 。

● (どのよ うに・費用など) o

● (待ち合わせ) に で待ち合わせす る。

また、r許 可求め ・許可与え ・禁止表現」は、用いる場面の設定が複雑 であ り、また

場面が複雑なわ りに会話のや りとり自体は少ないた め、r場面を提示 し→会話文を、思い

浮かべ てもらい→会話練習をす る」 とい う活動の流れ をスムーズに進 め、繰 り返 し練

習す る必要がある。 したがって、場面を説明 しやす く、また状況 を思 い浮かべやすい

よ うに表 に示す ことを試みた(表3参 照)。 その結果、場面設定をスムーズに説明する

ことができ、その工夫 の効果はあった と思われ る。

表3,場 面説明に用い るハン ドア ウ ト(「許可求 め』表現練習用)

どこで フ ァ ー ス トフ ー ドの 店 で

誰に 知 らな い 人 に(「 相 手 」 レベ ル ・0)

どうして ①店が混 んでいて、空いてい るテーブルがない

②4人 テーブル に一人で座 ってい るお客 さんがいる

何を 相席 してもいいか どうか聞 く

r許可求め ・許可与え ・禁止表現」は、r場 」 レベルやr相 手」 レベル、r用 件」 レ

ベルPな どの様 々な要因によって表現に多様性が生まれ、適切な表現 の在 り方 も提示 し

に くい。 したがって、上記の試 みに加 え、ハ ン ドア ウ トにr考 えてみ よう」の項 目を

追加 し(表4参 照)、学習者 と教師が一緒に話 し合いなが ら適切な表現 を考える活動 を

取 り入れた。予想以上に学習者 の発言か ら、適切 さを考 える上でポイ ン トとなる重要

な意見があ り、学習に効果的 な活動であることがわかった。

10r用 件 レベ ル 」 は 、 そ のr依 頼 内容 」 をr自 分 」 とr相 手 」 と の 関 係 に照 ら し合 わ せ た

r当 然 性 」 か ら決 定 され る レベ ル の こ とで あ る(蒲 谷 他1998二138)。
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表4・r考 えてみ よう」の1例(r許 可求め」表現練習用ハ ン ドア ウトよ り抜枠)

どこで 事務所で

誰に 事務員 に(「 相手」 レベル ・0)

どうして ①書類にはんこを押 して提出 しなければならない

②はんこを持っていない

何を はん この代わ りにサイ ンでいいか どうか聞 く

以上に示すよ うに、 口頭で説明す るよ りロールカー ドを用いて会話の役割 を提示 し

た ほ うが学習者 に早 く認識 させ ることができ、すみやかに会話練習 に移 るこ とがで き

た。 また、今学期では実行に至 らなかったが、ロールカー ドの記述方法を統一 させ る

と、 さらに時間の短縮 に効果的 であると思われ る。

2,2・2ロ ールプレイ練習の進め方について

ロールプ レイ練習は ロールプ レイの実行 の前段階、実行、実行後の三つの段階があ

り、 これ を一通 り行 って一つのロールプレイ練 習が終了す ると考え られ る。

まず 、実行 の前段階 ではロールプレイの内容、 目的、手順 を学習者 によく説明 した

後、 ロールカー ドを配 り役割 を割 り振った.そ の後、相手 と向かい合 って会話がで き

るよ うな座席配置 をし、学習者 にそれぞれの ロールカー ドを読んで もらい ロール プ レ

イの準備時間を与えた。

ロールプ レイ を実行す る段階 では、学習者が ロール カー ドをそのまま読んだ りす る

ことがあったので、 ロールカー ドを学習者が持 って もよいが、 ロール プ レイが始 まっ

た ら発話の ヒン トを得 るために見る程度に とどめるよ うに指示 した。 ロールプ レイ を

している間、教師は 目立たない ように して学習者の間をまわって順調 に進んでいるか

どうか確認 した。例えば、適切な表現や 単語がわか らないために会話 が進まないペア

があれ ばその学習者にア ドバイスを与えるな どを した。 ロールプ レイ にかかる時間 は

学習項 目によって異なるが、学習者の集 中力 が低下 しない よ う、ロールプ レイ練習 は

5分 ぐ らいで終わるよ うに心掛けた。

ロールプ レイの実行後 は、他 の学習者 の前で ロール プ レイ を発表 して もらった。 発

表後 、その会話について教師が コメン トした り、他の学習者に感想や気付いた点 を言

って もらった りしてフィー ドバ ックを行 った。誤用を訂正す る際 は、学習者に表現 に

誤用 があるか どうか、あるな ら、なぜその表現が間違 ってい ると思 うか とたずねた り

して、できるだけ学習者同士で訂正できるよ うな指導 を心掛けた。なお、訂正 した直

後に、再度同 じロールプ レイ をす るよ うに指示 し、学習項 目の定着を促 した、
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2.2.3訂 正の仕方について

ロールプレイ練習の際に学習者の誤用 を効果的に訂正す る方法は、なかなか答 えの見

出せない大 きな課題である。学習者 の誤 りや不 自然な点 は、発 音やイ ン トネーシ ョン

か ら語彙 、文法、表現、談話構造まで様々なところに現われ るが、これ らをすべて一

度に訂正 した ら、学習者 の自信や気力 を損 なわせ るだけで学習には逆効果で あろ う。

したがって、教師 は訂正の必要がある誤用 とそ うでない誤用 とを見分け る必要があ る。

口頭表現6Bク ラスでは、r『場面』『意図』『文話』の関係 に合わせた適切な表現」がで

きるよ うにな ることを 目的 としているため、決定的 に不適切 な表現以外は誤用を許容

す ることが多かった。決定的 に不適切であ る表現 とは、例 えば自分 と相手 との関係 に

合わず、相手に失礼 となって しま う表現な どであ る。また、発音やイ ン トネーシ ョン

に関 しては、できるだ け訂正とい う形 をとらず、会話練習に入 る前に教師がモデル と

して会話を読み、学習者 自身が 自主的に学べ る指導法 を試みた、

学習者が訂正内容 を理解できたか どうか、また訂正 した ことで実際 に誤用 がな くな

ったか ど うかまでを確認するための方法 は、訂正 の直後に、再度会話 を して もらうこ

とである。rl回 目の会話練習→訂正→2回 目の会話練習」 の流れで訂正 を行 うことに

よって、誤用が少な くな り、格段 に表現が良 くなる とい う傾 向がみ られた。 この効果

が長期的に有効か どうか(正 答 が定着す るか ど うか)ま でを確 かめるこ とはできなか

ったが、訂正箇所を 自覚 させ ることに有用ではないか と思 う。

最後 に、 ロールプ レイ練習に関す る提案であ るが、学習者 に共通 して見 られ る間違

いを ピックア ップ した り、その原因 を検討 した りするため、 ロールプ レイ練習の会話

を録音 した り、ビデオに とった りす るな どの方法 も一案で ある。特 に録画 をする方法

は、言語そのものだ けではな く、態度や表情な どの非言語行 動をも含めた全般を観察

す るのに役立つ と思われ る。

3テ ス ト

3,1テ ス トの概要

今学期は、10の 学習項 目の うち、r依 頼表 現」、r断 り表現」、r誘 い表現」、r許 可求

め表現」、r申 し出表現」の5項 目を選出 し、実習生4名 と指導教授が各 自1項 目を担

当 し、学習者の会話 の相手、同時 にその評価 を行 った。主なテ ス トの内容は以下の と

お りである(表5参 照)。
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表5テ ス トの内容

項 目 内 容

①依頼表現 進 学のために推薦状が必要になったので、先生 に書いて もらいたい。

それ を研究室で依頼す る。

②断 り表現 「相手」 レベル ・0の 知 り合いに 「レポー トを書 くために、あ る本

が必要になったが、図書館に もないので、あなたに借 りたい」 と依

頼 される。 しか し、その本は 自分 にも必要なので、貸せない と断 る

(可能な ら代案 を出す)。

③誘い表現 最後の授業の後、ク ラスのメンバーで居酒屋へ飲みに行 くので、r相

手」 レベル ・0の 知 り合い を誘 う,

④許可求め表現 クラスで簡単なパーティー を開 くので、教室 を使 って もよいか、事

務 所の人 に許可 を求 める。

⑤申し出表現 r相手」 レベル ・0の 知 り合いからr来 週、引越 しを しなけれ ばな

らない」 とい う話 を聞いた ので、何 か手伝 うこ とを申し出る(一 度

断 られて も再度 申し出る〉。

3.2テ ス トの実施方法

ここでは、具体的 にテス トをどのよ うに実施 したかについて述べ る。五っの項 目に

分かれてテス トす るため、まず、教室内の机 ・椅 子を用いて五つ の島を作 り、指導教

授 と実習生はそれぞれ一つの島を受 け持 った。 そ して、学習者 は一人一つずっ島を移

動 しなが らテ ス トを受 けるとい う形態で行われ た。 また、テ ス トの流れ と しては、r5

項 目の内容確認→テス ト→各項 目の全体的な評価」 とい う順 に従 って進 め られた,テ

ス ト目の前週 に、表5の よ うなテ ス トの内容 を載せたプ リン トを学習者に配布 し、シ

ミュ レーシ ョンの ようにテス トと同 じ手順で練 習を行 ったため、テ ス トの本番では実

習生 も学習者 も戸惑 うことな く、 スムーズにテス トが実施 され た。

3,3テ ス トの評価方法、最終的な評価 との関連

テス トの評価は、各項 目の担 当者が、表現 の展開、表現 の仕方(典 型的な表現の使

用、アクセ ン ト、イ ン トネー シ ョン、非言語行動な ど)に 基づいて総合的 に5段 階で

評定を行 った。そ して、各学習者の最終的な評価は、各実習生が出 したテス トの評 定

と授業参加度の評定(5段 階)を 参考に、指導教授 が総合的に行 った。

3.4テ ス トの問題点

テス トにおける教師側の間題点 としては、次 の2点 が挙 げられ る。 一つ は、学習者
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の会話の相手 とその評価者 とい う二つの役割 を同時に行 ったため、 どち らかの役割 に

意識 を集中 させて しま うと、 も う片方の役割 を疎 かに して しまいやす いことである。

もう一つは、学習者 のr待 遇 コミュニケー シ ョン」能力 を1回 のテス トで、 しか も5

段階 とい う限 られた範囲の中で評価 しなければな らないことの難 しさである。r待遇 コ

ミュニケーシ ョン」能力を測 る重要 な基準は、r意 図」r場 面」r文 話」の関係を理解で

きているか どうか を確かめることであるが、それ らの関係は複雑 に絡み合 ってお り、

一つ一っ を正確 に認 識できてい るかを会話テス トによってのみ判断す ることは非常に

困難である。また、通常の授業では良 く出来ている学生がテス トのときだけ うま く会

話できなかった場合、それを どのように評価 した らよいかについても問題 点を残す こ

とが多い と言え る。

おわりに

今学期の実践では、よ り効果的な指導法 を模 索 しなが ら、行ってきたが、成果が得

られた と同時にや り遂げられ なかった課題 も多 くある。「待遇 コ ミュニケーシ ョン」の

要素であるr人 間関係」 とr揚 」の概念 を指導す る際は、練習を繰 り返す ことによっ

て少 しずつ理解 を深 めていき、それ らの概念 の意識 を習慣化 させるこ とが効果的だ と

考 えられる。

しか しなが ら、 「待遇コ ミュニケーシ ョン教育jに おいて、「人間関係」 と 「場」以

外 にも導入すべ き要素は多 く、また、要素同士の関係 も複雑 に絡み合 っているため、

効 率よく指導 し、定着 させ るのは、大変難 しいと思われ る。 これか らも既 述 した様 々

な試み を生か して、いろい ろな実践の中で、「待遇 コミュニケーシ ョン教育1を 模索 し

ていきたい,
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